
愛知県の交通事故の現状と課題を踏まえた今後の取組(WG 設置)について 

１ 交通事故の現状と課題 

（１） 本県の交通事故の概要 

 

 

 

 

 

  

   ○全国・本県の過去 10 年間の人身事故・死亡事故件数の推移（別紙１） 

   ・全国・愛知県の交通死亡事故件数の減少率 

区 分 
人身事故件数 死亡事故件数 

平成 16 年 平成 25 年 減少率 平成 16 年 平成 25 年 減少率 

全  国 952,709 人 629,021 人 40.0% 7,148 人 4,278 人 40.2%

愛知県 62,225 人 48,949 人 21.3% 421 人 214 人 49.2%

 

  ○都道府県別死亡事故発生の状況 

   ・都道府県別交通死亡事故死者数発生ワースト 5 

 

 

 

・人口 10 万人当たり交通死亡事故発生ワースト 5 

 

 

 

・免許人口 1 万人当たり交通死亡事故発生ワースト 5 

1位 ２位 ３位 ４位 ５位 ４３位

福井（1.05人） 徳島（0.92人） 岐阜（0.87人） 岩手（0.85人） 高知（0.85人） 愛知（0.43人） 
（本県の免許人口数・全国順位  5,012,839 人・４位） 

 

   ・車両 1 万台当たり交通死亡事故発生ワースト 5 

 

 

（本県の車両保有台数・全国順位  5,470,355台・１位） 

 

   ・道路実延長 100km 当たり交通死亡事故発生ワースト５ 

 

 

（本県の道路延長距離・全国順位  50,034km・３位） 

1位 ２位 ３位 ４位 ５位

愛知（２１９人） 兵庫（１８７人） 千葉（１８６人） 北海道（１８４人） 静岡（１８４人）

1位 ２位 ３位 ４位 ５位 １３位

大阪（9.19人） 東京（6.96人） 神奈川（6.59人） 沖縄（6.44人） 滋賀（5.96人） 愛知（4.37人）

・交通死亡事故件数の減少率は、平成 16 年と平成 25 年との比較で全国は約４割減

少、愛知県は５割減少。 

・愛知県の事故死者の割合は、人口 10 万人当たり 2.9 人、車両 1 万台当たりでも

0.4 人でそれぞれ全国の 41 番目。免許人口 1 万人当たり 0.4 人で、全国 43 番目。

1位 ２位 ３位 ４位 ５位 ４１位

福井（0.8人） 徳島（0.7人） 岐阜（0.7人） 石川（0.6人） 滋賀（0.6人） 愛知（0.4人）

1位 ２位 ３位 ４位 ５位 ４１位

福井（７．１人） 徳島（６．３人） 岐阜（６．０人） 高知（５．６人） 香川（５．６人） 愛知（２．９人）



（２）本県と全国の事故類型別（原付以上第一当事者）データ比較 

  ●全国と愛知の比較では大きな差異はみられない。 

  ○「死亡事故 事故類型別」データ比較（別紙２） 

     ・「歩行者」：３割、「車両単独」：２割、「出会頭」：２割弱 

○「人身事故 事故類型別」、「死亡事故 法令違反別」データ比較（別紙３）        

     ・「追突」：３割強、「出会頭」：２割強 

○高齢ドライバー「死亡事故 事故類型別」データ比較（別紙４） 

   ・高齢ドライバーの占める割合は増えている。 

  ○「事故類型別」データから見た交通事故の特徴と対策（別紙５） 

      ・死亡事故件数の多い「歩行者」、「出会頭」事故への対策が必要。 

 

（３）本県の交通事故死傷者数の軽減に向けた課題 

   ○人身事故・・・「追突」、「出会頭」事故削減に資する自動車安全技術の開発・普及 

   ○死亡事故・・・「歩行者（特に高齢者）」、「出会頭」事故削減に資する自動車安全技術

の開発・普及 

 

２ ＰＴの今後の取組 

  本県の事故分析に基づき、交通事故の抑止、事故数減少に資する自動車安全技

術の開発、普及活動につなげていくためのＷＧの設置が有効。  

 

《参 考》 

【交通政策審議会自動車交通部会報告書(H23.6) 】 

○車両安全対策が交通事故件数のおおよそ3分の1の削減の担うこととして目標を設定。 

H32(2020)年までに、 

交通事故死者数(30 日以内死者数)を 1000 人削減(H22 年比) 

○少子高齢化への対応 

・高齢ドライバーによる事故が増加傾向→乗員保護技術の開発・普及 

・高齢ドライバーに対応した運転支援システムの開発・普及     など 

 ○歩行者･自転車乗員の事故防止･被害軽減対策   

  ・自動車の歩行者保護基準の拡充 

  ・予防安全技術（衝突被害軽減ブレーキ等）の開発・普及の検討 

資料９ 


